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天
　
目
　
中

峰
　
研
　
究
　
序

一
元
代
虎
丘
派
の
一
側
面

説

野

口

善

敬

、
南
宋
禅
の
終
焉

　
天
目
中
峰
（
＝
一
六
三
～
＝
二
二
三
）
の
師
で
あ
り
、
三
絶
の
門
戸
を
誇
っ
た
高
峰
原
妙
（
＝
｝
三
八
～
＝
一
九
五
）
が
、
死
地
と
選

ん
だ
天
目
山
西
峰
の
師
子
下
に
入
っ
た
の
は
、
元
の
即
金
十
六
年
（
一
二
七
九
）
の
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
至
忠
十
六
年
目
、
取
り

も
直
さ
ず
南
宋
の
祥
興
二
年
に
当
た
り
、
こ
の
頃
天
目
山
よ
り
遙
か
南
方
、
広
東
沖
の
厘
山
に
於
て
は
、
元
軍
に
最
後
の
抵
抗
を
試
み
て

い
た
手
淫
傑
ら
南
濃
の
遺
臣
達
が
悲
壮
な
最
後
を
遂
げ
、
一
世
紀
半
に
渡
っ
て
命
脈
を
保
つ
た
南
宋
も
、
正
に
終
焉
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
宋
代
に
五
家
七
宗
の
分
枝
を
伸
ば
し
、
百
花
練
乱
の
華
々
し
い
展
開
を
し
て
、
嘗
て
な
い
繁
栄
を
築
い
た
禅
門
に
と
っ

て
、
こ
の
南
宋
の
滅
亡
は
、
或
る
意
味
に
於
て
自
ら
の
終
焉
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
南
宋
に
於
け
る
禅
の
流
行
は
、
出
家
集
団
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
在
家
の
参
禅
、
特
に
士
大
夫
階
級
へ
の
広
範
な
浸
透
を
特
長
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
流
行
を
爆
発
的
な
も
の
に
し
た
の
は
、
看
話
禅
の
大
成
者
と
し
て
知
ら
れ
る
智
慧
宗
呆
（
一
〇
八
九
～
一

＝
へ
三
）
の
出
現
で
あ
っ
た
。
し
か
も
大
慧
出
現
の
意
味
は
、
単
に
方
法
論
と
し
て
の
看
話
禅
を
完
成
し
た
と
い
う
、
禅
門
の
お
家
内
部

の
こ
と
の
み
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
自
ら
北
諸
の
滅
亡
と
い
う
激
動
す
る
歴
史
の
中
に
あ
り
、
金
の
南
下
・
国
家
滅
亡
の
危
機

を
目
前
に
し
て
、
　
「
予
は
学
仏
の
者
と
錐
も
、
然
れ
ど
も
君
を
愛
し
国
を
憂
ろ
る
の
心
は
、
忠
義
の
士
大
夫
と
等
し
」
　
（
大
慧
法
語
・
下
）

と
自
ら
の
真
情
を
吐
露
す
る
智
慧
の
禅
は
、
禅
門
を
越
え
て
怒
濤
渦
巻
く
歴
史
の
大
海
に
、
大
き
な
渦
を
巻
き
起
こ
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

　
大
災
禅
が
当
時
、
士
大
夫
階
級
に
圧
倒
的
人
気
を
博
し
た
最
大
の
理
由
は
、
聡
明
な
才
能
と
豊
富
な
知
識
学
問
を
持
ち
な
が
ら
も
、
国

家
危
機
を
目
前
に
し
て
何
ら
為
す
す
べ
も
な
く
、
深
刻
な
焦
燥
感
に
駆
ら
れ
て
、
こ
の
行
き
詰
ま
り
脱
出
の
た
め
の
模
索
を
繰
り
返
し
て

い
た
士
大
夫
達
に
対
し
、
　
「
心
術
は
是
れ
本
、
文
章
学
問
は
是
れ
末
」
　
（
大
甘
法
語
・
上
）
と
禅
に
よ
る
自
己
の
根
底
か
ら
の
翻
転
定
立
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こ
そ
が
、
一
切
に
先
立
つ
要
務
で
あ
る
と
、
明
確
な
解
答
を
打
ち
出
し
た
所
に
あ
る
が
、
更
に
重
要
な
の
は
、
大
盗
禅
が
世
間
法
即
出
世

間
法
・
出
世
間
法
即
世
間
法
と
、
世
間
・
出
世
間
不
分
離
の
立
場
を
前
面
に
，
押
し
出
し
て
、
激
動
す
る
社
会
に
在
っ
て
苦
悩
す
る
士
大
夫

に
、
即
今
当
期
の
一
点
に
於
け
る
、
自
己
と
社
会
と
を
包
み
込
ん
だ
集
約
的
な
対
決
を
求
め
、
と
も
す
れ
ば
非
難
さ
れ
が
ち
な
禅
の
現
実

社
会
か
ら
の
遊
離
・
歴
史
の
動
向
に
対
す
る
無
関
心
と
い
つ
た
、
所
謂
空
虚
さ
を
真
向
か
ら
否
定
し
、
自
ら
「
菩
提
心
は
則
ち
忠
義
心
な

り
、
名
異
な
る
も
体
同
じ
」
　
（
大
喜
法
語
・
下
）
と
自
己
の
生
死
究
寛
と
社
会
的
道
理
と
は
矛
盾
せ
ず
、
禅
の
　
心
こ
そ
世
間
・
出
世
間

を
包
み
込
ん
で
余
り
な
い
と
言
い
放
つ
所
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
様
な
大
仁
の
士
大
夫
接
化
の
主
眼
は
、
当
然
「
世
間
相
を
壊
せ

ず
し
て
実
相
を
談
ず
る
」
　
（
大
慧
法
語
・
中
）
、
つ
ま
り
在
家
悟
道
の
実
践
椎
進
に
あ
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
大
慧
は
、
社
会
生
活
を
擾

催
す
る
こ
と
な
き
、
動
静
一
貫
し
た
話
頭
に
よ
る
工
夫
参
究
を
勧
め
、
更
に
は
「
主
意
釈
・
釈
即
儒
」
　
（
大
豊
書
・
答
涯
状
元
）
と
儒
仏

一
致
、
ひ
い
て
は
三
教
一
致
論
を
縦
横
に
展
開
駆
使
し
て
、
儒
仏
間
に
一
線
を
劃
す
こ
と
な
く
、
儒
教
的
倫
理
観
に
漬
り
切
っ
た
士
大
夫

．
の
倫
理
意
識
を
、
殊
更
に
逆
撫
で
す
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
様
な
世
出
世
一
体
の
看
話
禅
に
よ
っ
て
、
現
実
社
会
と
剥
離
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
生
々
し
い
社
会
情
況
を
包
み
込
み
、
そ
こ

に
猛
然
と
突
き
進
ま
せ
る
大
魚
禅
は
、
そ
・
の
性
格
故
に
大
前
に
十
七
年
も
の
苦
難
に
満
ち
た
流
罪
生
活
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
る
が
、

こ
の
改
頭
換
面
の
動
的
禅
に
よ
っ
て
、
大
士
は
当
代
思
想
界
の
檜
舞
台
に
踊
り
出
、
弟
子
二
千
と
法
席
を
忙
わ
し
て
「
臨
済
の
再
興
」
と

称
さ
れ
、
明
の
陳
建
を
し
て
「
禅
学
は
達
磨
に
興
り
、
慧
能
に
盛
ん
に
し
て
、
宗
果
に
極
り
ぬ
」
　
（
学
蔀
通
弁
・
巻
七
）
と
言
わ
し
め
た

如
く
、
禅
門
の
黄
金
時
代
を
現
出
す
る
の
で
あ
る
。

　
仏
教
界
に
煽
て
大
膳
禅
が
隆
盛
を
誇
っ
た
こ
の
時
代
は
、
金
南
下
の
危
機
を
背
景
に
し
て
、
思
想
界
全
般
に
渡
っ
て
活
発
な
動
き
を
示

し
た
時
代
で
あ
り
、
儒
学
界
に
於
て
も
、
禅
の
流
行
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
か
の
様
に
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
特
に
大
慧
に
少

し
遅
れ
孔
朱
子
（
一
＝
二
〇
～
一
二
〇
〇
）
の
出
現
は
、
大
慧
禅
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
る
。
大
才
を
「
禅
家
之
侠
」
と
評
レ
た
朱

子
は
、
．
当
時
士
大
夫
の
間
に
蔓
延
し
て
い
た
大
々
禅
が
、
現
実
社
会
の
動
き
に
対
す
る
的
確
な
対
応
能
力
を
全
く
欠
如
し
た
、
口
先
だ
け

の
危
険
こ
の
上
な
い
も
の
で
あ
る
と
激
し
く
攻
撃
し
、
大
封
禅
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
朱
子
の
出

現
に
よ
っ
て
も
、
禅
門
内
に
於
け
る
大
慧
禅
の
優
勢
が
崩
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
又
朱
子
の
非
難
が
、
真
に
大
山
禅
の
本
質
を
突
き

得
て
い
た
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
儒
学
を
本
業
と
す
る
在
家
士
大
夫
に
対
し
て
は
大
き
な
説
得
力
を
持
ち
、
士
大
夫
の
大
丸
禅
へ
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の
傾
倒
に
、
大
き
な
歯
止
め
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
（
1
）
。

　
大
慧
の
死
後
南
宋
滅
亡
ま
で
の
「
世
紀
余
り
、
大
慧
禅
は
「
字
直
写
を
経
て
鳥
焉
、
馬
と
成
る
」
の
例
に
漏
れ
ず
、
変
質
形
骸
化
の
道

を
巡
り
、
必
ず
し
も
正
確
に
受
け
継
が
れ
た
と
は
言
い
難
い
の
だ
が
、
大
慧
の
一
派
は
禅
門
に
栄
え
、
大
傘
禅
は
そ
の
宗
派
そ
の
門
流
の

如
何
を
問
わ
ず
、
禅
門
内
に
濃
厚
な
影
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
国
家
危
機
を
背
景
に
し
て
南
宋
が
生
み
出
し

た
大
陳
禅
の
形
骸
化
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
の
は
、
南
宋
の
滅
亡
で
あ
っ
た
。
揺
れ
動
く
歴
史
社
会
の
動
向
に
密
着
し
た
大
棟
禅
も
、

そ
の
基
盤
で
あ
っ
た
南
宋
の
滅
亡
・
士
大
夫
の
没
落
に
よ
っ
て
、
社
会
の
動
き
に
真
向
か
ら
食
い
付
い
て
い
く
鋭
い
牙
を
抜
か
れ
、
大
忌

の
法
系
は
元
代
に
入
っ
て
も
栄
え
る
も
の
の
、
鎮
護
国
家
の
穏
健
な
禅
へ
と
成
り
果
て
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
取
り
も
直
さ
ず
、

南
宋
を
代
表
す
る
禅
の
終
焉
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
、
不
住
・
退
休
の
系
譜

　
「
大
明
高
僧
伝
」
巻
上
な
ど
に
よ
れ
ば
、
元
代
禅
門
に
栄
え
た
の
は
円
悟
克
勤
（
「
〇
六
三
～
一
＝
二
五
）
下
の
大
慧
・
豊
丘
の
両
派

と
い
わ
れ
、
大
魚
派
も
元
豊
行
人
（
＝
一
五
五
～
＝
二
四
一
）
・
皿
石
梵
碕
（
＝
一
九
六
～
＝
二
七
〇
）
な
ど
の
禅
匠
を
輩
出
し
て
依
然

法
身
を
繁
ら
せ
る
が
、
そ
の
生
命
と
も
い
え
る
対
社
会
的
能
動
性
を
い
わ
ば
骨
抜
き
に
し
、
形
骸
化
の
道
を
辿
っ
た
大
忌
派
に
替
わ
っ
て
、

元
代
に
注
目
す
べ
き
動
き
を
示
し
た
の
は
、
天
目
中
峰
を
頂
点
と
す
る
虎
丘
派
で
あ
っ
た
。
虎
丘
派
で
は
南
宋
に
無
準
師
範
（
一
一
七
八

～
＝
一
四
九
）
ら
多
数
の
名
僧
が
活
躍
し
、
彼
ら
は
径
山
を
始
め
と
す
る
名
刹
に
歴
住
し
て
法
席
を
賑
し
た
が
、
そ
の
禅
風
は
大
士
の
影

響
を
濃
厚
に
受
け
て
お
り
、
所
詮
大
胆
派
の
動
向
と
著
し
い
差
異
を
認
め
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
併
し
、
そ
の
虎
丘
派
も
元
代
に
入

っ
て
様
相
を
一
変
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
前
述
の
如
く
、
高
峰
原
妙
が
天
目
山
の
師
子
巌
に
入
り
死
関
に
庄
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
奇
し
く
も
南
宋
滅
亡
と
時
を
同
じ
く
し
て

お
り
、
元
代
虎
丘
派
は
、
そ
の
隆
盛
の
性
格
を
窺
わ
せ
る
象
徴
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
る
。
高
峰
は
、
悲
惨
を
極
め
た
元
軍
の

侵
攻
が
身
近
に
迫
り
、
弟
子
達
が
四
散
し
た
中
に
あ
っ
て
、
「
人
門
を
閉
じ
て
危
坐
自
若
と
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
豪
僧
で
、
明
の
雲
棲

株
宏
（
一
五
三
五
～
一
六
一
五
）
は
、
「
自
来
意
の
事
を
参
究
レ
て
最
も
精
鋭
を
極
む
る
も
の
は
、
師
に
逮
え
る
者
な
し
。
：
：
・
近
く

は
慈
明
・
妙
喜
の
風
あ
り
、
遠
く
は
徳
山
・
臨
済
の
諸
老
を
下
ら
ず
」
　
（
高
峰
大
師
語
録
・
序
）
と
高
峰
を
激
賞
し
た
が
、
山
中
に
隠
遁
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す
る
こ
と
前
後
三
十
年
、
自
ら
戒
律
を
重
視
す
る
厳
格
な
実
践
修
行
に
適
進
し
た
高
峰
は
、
生
涯
一
刹
に
住
す
る
こ
と
な
く
、
死
関
に
入

っ
て
十
七
年
目
の
元
貞
元
年
（
＝
一
九
五
）
、
五
十
八
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
僅
か
百
人
ほ
ど
の
高
峰
の
弟
子
の
中
で
傑
出
し
た
者
は
、
死
関
に
法
を
受
け
た
天
目
中
峰
と
断
崖
義
了
（
一
二
六
三
～
＝
三
二
四
）
の

二
人
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
そ
の
遠
声
を
以
て
仁
宗
・
英
宗
の
帰
依
を
得
、
数
多
く
の
名
士
と
交
遊
を
持
ち
、
死
後
国
師
号
の
下
賜
と
広
録

三
十
巻
の
入
蔵
と
い
ろ
栄
に
浴
し
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
天
目
中
峰
で
あ
り
、
彼
の
出
現
に
よ
っ
て
師
高
峰
の
名
は
揚
り
、
虎
丘
派
の
名
は

後
世
に
燦
然
と
輝
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
併
し
後
述
す
る
様
に
、
中
立
は
そ
の
名
声
に
も
拘
ら
ず
、
生
涯
の
大
半
を
江
湖
山
林
を
移

り
行
き
並
並
に
住
す
る
生
活
に
費
し
、
度
重
な
る
名
刹
へ
の
招
請
に
も
一
切
応
ず
る
こ
と
な
く
、
そ
の
生
涯
を
終
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
傾
向
は
中
峰
の
弟
子
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　
中
峰
の
名
声
を
受
け
継
い
だ
の
は
、
「
樗
厳
経
会
解
」
・
「
浄
土
或
問
」
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
天
如
惟
則
（
＝
一
八
六
～
2
）

で
、
壷
鐙
は
忽
滑
谷
快
天
氏
に
「
陽
禅
陰
山
」
と
評
さ
れ
て
い
る
様
に
、
師
中
身
の
禅
浄
「
致
へ
の
傾
倒
を
引
き
継
ぎ
、
更
に
進
め
た
こ

と
で
後
世
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
天
如
も
松
江
の
九
二
の
間
に
隠
れ
る
こ
と
十
二
年
、
後
に
蘇
州
の
師
子
林
に
引
き
籠
り
、
名
山
名
刹
へ
の

招
請
を
断
わ
り
続
け
て
い
る
。
こ
の
天
如
の
道
声
が
、
当
時
師
中
蒔
に
劣
ら
ず
非
常
に
高
か
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
存
命
中
に
既
に
語
録
九

巻
が
刊
行
さ
れ
、
又
並
倉
か
ら
仏
心
直
心
文
言
大
弁
禅
師
の
号
と
、
金
倉
の
僧
伽
梨
と
を
賜
わ
っ
た
こ
と
か
ら
も
十
分
窺
え
る
が
、
天
如

は
こ
の
高
い
名
声
に
も
拘
ら
ず
、
今
日
そ
の
三
年
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
天
如
に
つ
い
て
生
存
が
明
ら
か
な
の
は
、
語
録

付
録
の
「
師
子
林
菩
提
正
宗
寺
記
」
の
書
か
れ
た
至
正
十
四
年
（
＝
二
五
四
）
、
天
正
六
十
九
歳
の
年
で
あ
る
が
、
こ
の
三
年
前
に
は
河

南
で
既
に
白
蓮
教
徒
の
反
乱
、
所
謂
紅
巾
の
賊
が
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
の
頃
時
代
は
元
朝
滅
亡
へ
と
急
速
に
向
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
天
如

六
十
八
歳
の
至
正
十
三
年
に
は
、
書
士
誠
が
高
郵
（
揚
州
）
に
拠
っ
て
誠
王
を
称
し
、
三
年
後
の
至
正
十
六
年
に
は
、
後
の
明
の
太
祖
朱

元
璋
が
応
天
（
金
陵
）
に
拠
っ
て
呉
国
公
を
称
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
同
じ
至
正
十
六
年
の
二
月
、
天
如
の
住
す
る
師
子
林
の
所
在
地

蘇
州
は
反
乱
軍
の
手
に
落
ち
、
隆
平
府
と
改
名
さ
れ
て
言
言
誠
の
拠
点
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
元
朝
瓦
壊
の
混
乱
の
中
《
元
代
虎

丘
派
の
最
後
を
示
す
か
の
様
に
、
天
如
惟
則
の
消
息
は
消
え
て
し
ま
ろ
の
で
あ
る
（
2
）
。

　
以
上
の
様
に
、
元
代
禅
門
を
代
表
す
る
と
思
わ
れ
る
虎
丘
派
の
三
代
は
、
共
に
生
涯
名
刹
に
入
る
こ
と
な
く
、
豊
門
を
慕
い
つ
つ
生
涯

を
終
え
る
と
い
う
、
一
貫
し
た
姿
勢
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
元
代
扇
面
派
は
、
不
住
・
退
休
の
系
譜
と
で
も
い
ち
こ
と
が
出

一2
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来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
こ
の
系
譜
は
、
大
甘
禅
が
南
宋
と
運
命
を
共
に
し
た
の
と
同
様
に
、
元
朝
の
盛
衰
と
運
命
を
共
に
し
、

元
初
の
混
乱
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
元
末
の
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
消
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
そ
の
評
価
必
ず
し
も
高
か
ら
ず
、
忽
滑
谷
快
天
氏
の
「
禅
学
思
想
史
」
以
後
、
見
る
べ
き
研
究
の
な
い
元
代
禅
宗
思
想
史
で
は
あ
る
が
、

こ
の
系
譜
に
大
望
禅
に
代
わ
る
元
代
禅
門
独
自
の
変
遷
と
、
そ
の
特
質
と
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
回
は
、
こ

の
系
譜
の
中
で
も
特
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
思
わ
れ
る
天
目
中
峰
を
取
り
上
げ
、
そ
の
生
涯
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
と
思
ろ
（
3
）
。

三
、
中
峰
行
状
、
（
上
）

　
天
目
中
豊
、
誰
明
本
、
俗
姓
孫
氏
、
母
李
氏
。
南
宋
の
土
定
四
年
目
＝
一
六
三
）
十
一
月
二
日
、
首
都
層
層
府
に
近
い
銭
塘
に
、
七
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
ジ

兄
弟
の
末
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
時
あ
た
か
も
元
の
阿
ホ
が
征
南
都
元
帥
に
任
じ
ら
れ
、
南
宋
討
伐
を
開
始
す
る
翌
年
の
こ
と
で
あ
り
、

時
代
は
早
や
風
雲
急
を
告
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
峰
の
幼
年
時
代
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
七
歳
の
時
に
胃
性
に
通

い
論
語
・
孟
子
を
学
び
始
め
た
と
あ
る
か
ら
、
両
親
は
一
応
の
教
育
は
受
け
さ
せ
よ
う
と
し
た
ら
し
い
。
併
し
九
歳
の
時
に
母
親
が
亡
く

な
る
と
、
中
峰
は
学
問
を
綴
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
ち
。

　
こ
の
頃
、
南
宋
側
の
戦
況
は
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
が
、
特
に
威
淳
九
年
（
＝
一
七
三
）
二
月
、
知
嚢
陽
府
・
京
西
安
撫
副
使
で

あ
っ
た
近
文
換
が
降
伏
し
、
嚢
土
塁
を
元
に
明
け
渡
し
て
以
後
、
宋
の
軍
隊
は
総
崩
れ
と
な
り
、
宋
滅
亡
の
色
は
濃
厚
な
も
の
と
な
っ
て

い
く
。
そ
し
て
徳
祐
二
年
（
＝
｝
七
六
）
一
月
、
都
臨
安
府
に
あ
っ
た
当
時
七
歳
の
恭
宗
は
、
遂
に
無
条
件
降
伏
を
申
し
出
、
同
年
三
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ン
ゴ
ル
タ
イ

南
宋
の
都
で
あ
っ
た
長
安
府
は
杭
州
と
名
を
改
め
ら
れ
、
情
古
兀
台
が
都
督
の
圧
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
南
宋
の
完
全
な
る

滅
亡
は
こ
の
三
年
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
弔
事
に
あ
っ
た
記
号
に
と
っ
て
は
、
こ
の
時
が
事
実
上
の
南
宋
の
滅
亡
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
宋
に
残
さ
れ
た
領
土
ば
、
同
年
七
月
に
降
伏
し
た
准
南
東
路
を
除
け
ば
、
最
早
や
南
方
の
福
建
路
と
広
東
の
東
西
難
路
の
み
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
翌
年
三
章
二
年
（
＝
｝
七
七
）
に
、
当
時
十
五
歳
の
中
峰
は
出
家
の
決
意
を
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
決
意
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
中
峰
自
身
何
も
述
べ
て
い
な
い
の
で
知
る
べ
く
も
な
い
が
、
早
く
母
を
失
っ
た
こ
と
や
悲
惨

な
戦
争
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
が
、
や
は
り
仏
教
に
近
づ
く
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
出
家
を
決
意
し
た
中
峰
で

は
あ
っ
た
が
、
こ
の
決
意
に
も
拘
ら
ず
こ
の
時
に
は
出
家
を
果
た
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
中
峰
は
、
　
「
響
出
家
の
志
を
負
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う
も
、
世
相
日
に
拘
わ
る
を
以
て
、
百
計
す
る
も
脱
す
る
な
し
」
　
（
東
語
論
話
）
と
言
っ
て
お
り
、
　
「
行
録
」
二
十
四
言
条
に
「
（
祝
髪

を
）
父
命
未
だ
許
さ
ず
」
と
あ
る
こ
と
や
、
彼
が
末
子
だ
つ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
父
親
の
反
対
が
そ
の
主
な
原
因
だ
つ
た
と
思

わ
れ
る
。
だ
が
出
家
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
仏
道
へ
の
憧
憬
の
念
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
る

　
「
年
十
五
、
志
を
決
し
て
出
家
せ
ん
と
す
。
二
仏
返
還
し
馬
誓
っ
て
五
戒
を
持
す
。
日
に
は
法
華
・
円
覚
・
金
剛
諸
経
を
課
し
、
夜
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
困
る
れ
ば
首
を
以
て
柱
に
触
れ
て
自
ら
漉
す
。
居
、
霊
洞
山
（
金
華
の
洞
厳

　
は
則
ち
常
行
（
念
仏
行
道
i
常
行
三
昧
の
意
か
？
）
し
、

　
山
の
別
名
）
に
近
け
れ
ば
、
時
に
山
顛
に
登
り
て
禅
定
を
習
ろ
。
」
（
行
　
録
）

以
て
仏
教
へ
の
没
頭
の
程
が
窺
え
よ
ろ
。

　
翌
重
量
元
年
（
＝
一
七
八
）
十
二
月
、
臨
安
府
か
ら
南
方
に
逃
れ
、
誤
信
の
弟
の
端
厳
（
同
年
五
月
死
去
）
、
次
い
で
衛
落
日
丙
を
擁
立

し
て
最
後
の
抵
抗
を
試
み
て
い
た
南
宋
の
遺
臣
達
の
中
、
文
無
祥
が
五
披
嶺
に
捕
え
ら
れ
る
。
翌
年
正
月
、
張
世
傑
ら
は
広
東
沖
の
厘
山

に
必
死
の
攻
防
戦
を
繰
り
広
げ
る
が
、
宋
軍
は
次
々
に
降
伏
し
、
遂
に
二
月
六
日
、
陸
秀
夫
が
衛
王
日
章
を
背
負
っ
て
入
水
、
後
宮
諸
臣
も

こ
れ
に
従
い
、
最
後
ま
で
戦
っ
た
張
世
傑
も
溺
死
し
て
、
こ
こ
に
宋
朝
は
三
百
年
余
り
続
い
た
歴
史
を
閉
じ
る
の
で
あ
る
。
時
に
至
言
十

六
年
、
中
峰
十
七
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
前
後
か
ら
高
峰
に
参
ず
る
二
十
四
歳
ま
で
の
中
締
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
記
述
が
な
い
が
、
青
峰
の
参
究
過
程
の

重
要
な
出
来
事
と
し
て
、
甫
冠
の
年
（
二
十
歳
）
、
中
峰
は
「
伝
燈
録
」
を
読
む
う
ち
に
、
　
「
庵
摩
羅
女
、
曼
殊
に
問
ろ
、
明
ら
か
に
生

は
是
れ
不
生
の
理
な
る
を
知
る
に
・
勘
脇
と
し
て
か
却
て
生
死
に
流
転
せ
ら
る
」
と
い
う
所
に
至
っ
て
疑
を
生
じ
た
と
い
う
（
4
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
至
元
二
十
三
年
（
＝
一
八
六
）
二
十
四
歳
の
五
月
、
中
峰
は
沙
門
明
山
な
る
者
の
勧
め
で
、
　
「
髪
長
く
し
て
薙
ら
ず
、
．
衣
肖
れ
て
唱
え

ず
、
弧
嶋
厳
冷
に
し
て
未
だ
嘗
て
一
た
び
も
歯
を
著
い
て
笑
わ
ず
」
　
（
普
応
国
師
道
行
碑
）
と
言
わ
れ
、
険
絶
の
門
戸
を
誇
っ
て
い
た
高

峰
原
妙
を
始
め
て
天
目
山
に
訪
ね
る
。
こ
の
時
高
峰
は
、
中
蒔
が
法
器
な
る
を
見
て
と
っ
て
す
ぐ
に
も
祝
髪
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
中
峰

は
父
親
が
許
さ
な
い
と
言
っ
て
こ
れ
を
断
わ
る
。
す
る
と
高
峰
は
、
　
「
闇
夜
多
尊
者
の
出
家
因
縁
（
菖
を
話
し
て
父
上
を
お
喩
し
な
さ
い
。

自
分
か
ら
進
ん
で
一
（
迷
界
に
）
沈
溺
し
ま
す
ま
い
そ
」
と
中
峰
に
警
策
を
与
え
た
と
い
ろ
。
こ
の
時
高
峰
四
十
九
歳
、
死
活
に
入
っ
て
八

年
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
心
が
生
涯
師
と
し
た
唯
一
の
人
で
あ
る
こ
の
高
峰
と
の
出
会
い
は
、
中
席
の
一
生
に
と
っ
て
測
り
知
れ
な
い

意
味
を
持
つ
重
要
な
出
来
事
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
固
よ
り
在
家
の
身
と
は
い
え
並
々
な
ら
ぬ
求
道
心
に
燃
え
る
中
峰
は
、
恐
ら
く
は
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独
学
す
る
の
み
で
な
く
、
多
く
の
善
知
識
に
参
じ
た
で
あ
ろ
う
が
、
自
ら
の
悟
道
体
験
に
つ
い
て
貝
の
如
く
口
を
開
か
な
い
中
毒
は
、
高

峰
と
の
出
会
い
以
前
に
ど
の
露
な
禅
者
と
接
触
を
持
っ
た
か
、
全
く
語
ら
な
い
。
そ
の
口
か
ら
名
が
出
な
い
所
か
ら
見
て
、
有
名
な
善
知

識
に
は
参
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
も
あ
れ
、
疑
情
を
起
こ
し
て
五
年
目
、
在
俗
と
は
い
え
中
墨
は
そ
の
俊
鋭
な
根
雨
も
あ
っ
て
か
、
こ
の
高
峰
と
の
出
会
い
の
頃
に
は
最

早
や
機
縁
も
熟
し
つ
つ
あ
り
、
大
徹
大
悟
の
日
も
そ
ろ
遠
い
先
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
果
し
て
こ
の
年
、
金
剛
般
若
経
を
調

む
う
ち
に
、
　
「
荷
担
如
来
」
の
処
に
至
っ
て
悦
然
と
し
て
開
解
し
、
内
外
の
典
籍
す
べ
て
そ
の
義
趣
に
達
し
た
と
い
う
。
併
し
「
識
量
の

依
通
で
あ
っ
て
悟
り
で
は
な
い
」
と
自
ら
感
じ
て
い
た
様
に
、
大
悟
に
至
る
ま
で
に
は
ま
だ
幾
分
の
途
程
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
翌
年
こ
十
五
歳
に
な
っ
た
中
毒
は
遂
に
意
を
決
し
、
天
目
山
の
師
子
院
に
当
て
高
峰
に
従
っ
て
薙
染
出
家
し
て
、
死
関
に
入
る
こ
と
に

な
る
。
天
目
山
は
、
　
「
東
南
の
諸
山
に
於
て
最
も
高
趣
な
り
」
　
（
普
応
国
師
道
行
碑
）
と
い
わ
れ
る
気
候
厳
し
い
地
で
あ
り
、
又
高
峰
が

住
し
て
い
た
小
暴
死
関
の
あ
る
西
山
師
子
熊
は
、
地
を
抜
く
こ
と
千
例
の
崖
石
林
立
す
る
難
所
で
、
大
志
を
負
っ
た
者
で
な
け
れ
ば
、
崖

に
望
ん
で
退
か
な
い
者
は
な
か
っ
た
と
い
う
（
高
峰
行
状
）
。
こ
の
悪
条
件
の
下
で
中
宮
は
、
昼
は
作
務
・
夜
は
禅
定
を
修
す
と
い
う
厳

し
い
参
究
を
始
め
、
大
悟
に
向
か
っ
て
勇
猛
に
突
き
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

　
翌
年
具
足
戒
を
受
け
た
中
山
は
、
工
夫
も
可
成
り
進
ん
だ
様
子
で
、
そ
の
翌
年
二
十
七
歳
の
時
に
は
、
早
く
も
流
送
を
見
て
悟
る
所
が

あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
は
高
峰
の
処
に
証
を
求
め
に
行
っ
て
打
ち
出
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
大
悟
は
最
早
や
目
前
で
あ
っ
た
。
中
々
大
悟

の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
　
「
行
録
」
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
（
6
）
。

　
「
既
而
民
間
託
伝
、
官
選
童
男
女
。
師
因
油
日
、
忽
有
人
来
間
和
尚
、
討
童
男
女
時
如
何
。
高
峰
日
、
我
但
度
竹
箆
子
富
山
。
師
言
下

　
洞
然
、
徹
法
源
底
9
」

　
　
　
　
　
　
ち
ま
た
　
　
　
　
か
み

　
〔
そ
の
う
ち
民
間
に
、
お
上
が
年
端
も
い
か
な
い
男
女
を
お
召
し
上
げ
に
な
る
と
い
ろ
デ
マ
が
と
ん
だ
。
そ
こ
で
中
峰
は
師
高
峰
に
質

　
介
し
て
言
っ
た
、
　
「
も
し
ひ
ょ
っ
こ
り
誰
か
や
っ
て
き
て
、
老
師
に
年
端
も
い
か
な
い
男
女
を
捜
し
出
す
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
た
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
べ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か

　
ど
う
さ
れ
ま
す
か
」
と
。
高
峰
が
答
え
て
言
っ
た
、
　
「
わ
し
は
た
だ
竹
箆
子
の
大
き
さ
（
が
丁
度
よ
い
か
ど
う
か
そ
の
大
き
さ
）
を
度

　
っ
て
、
そ
い
つ
に
渡
し
て
や
る
だ
け
の
こ
と
だ
よ
」
と
。
中
峰
は
言
下
に
か
ら
り
と
自
心
に
透
徹
し
た
。
〕

　
中
峰
の
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
高
峰
の
遷
化
に
至
る
ま
で
目
立
っ
た
動
き
も
な
い
。
二
十
八
歳
の
時
に
「
度
高
峰
の
下
を
立
ち

一2
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善
う
ら
と
す
る
が
、
引
き
止
め
ら
れ
て
果
ざ
ず
、
そ
れ
以
後
は
高
峰
の
下
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
こ
の
間
の
出
来
事

と
し
て
、
至
元
二
十
九
年
号
大
覚
禅
寺
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
大
覚
寺
は
、
か
ね
て
か
ら
高
峰
に
心
を
寄
せ
て
い
た
三
豊
の
盟
震
発
（
？

～
＝
一
二
三
）
が
、
師
子
厳
か
ら
十
里
ほ
ど
離
れ
た
西
峰
の
蓮
華
峰
に
建
て
た
も
の
で
、
後
年
中
主
は
こ
の
寺
に
住
持
と
し
て
招
請
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
元
貞
元
年
（
＝
一
九
五
）
中
峰
三
十
三
歳
の
年
、
数
年
来
胃
疾
を
病
ん
で
い
た
高
峰
は
、
こ
の
年
の
十
二
月
一
日
遂
に
遷
化
す
る
。
そ

の
末
期
の
偶
に
云
ろ
、
　
「
来
た
り
て
死
恥
に
入
ら
ず
、
去
り
て
死
関
を
出
で
ず
。
鉄
蛇
、
海
に
鎖
与
し
、
須
弥
山
を
撞
倒
す
」
と
。
高
峰

古
仏
と
い
わ
れ
た
馬
韓
、
時
に
五
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
．
こ
れ
に
先
立
ち
死
期
を
悟
っ
た
高
峰
は
、
十
一
月
に
中
腰
に
大
覚
寺
を
属
し
た
が
、

中
峰
は
第
一
座
で
あ
っ
だ
祖
雍
を
推
し
て
辞
退
し
て
い
る
（
7
）
。

　
同
年
十
二
月
二
十
一
日
、
高
峰
の
遺
骸
を
聯
関
に
塔
し
畢
わ
っ
た
中
峰
は
、
宿
志
に
酬
い
ん
が
た
め
に
瓢
然
と
し
て
天
目
山
を
去
り
、

こ
の
後
山
林
江
湖
を
移
り
行
き
、
長
く
居
を
定
め
ぬ
「
母
人
」
と
し
て
の
面
目
を
現
わ
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
中
盤
は
い
ろ
、

　
「
余
が
初
心
出
家
は
、
志
、
草
衣
垢
面
し
て
頭
陀
行
を
習
ろ
に
在
り
。
」
（
血
尿
西
話
）

一
刹
に
住
す
る
こ
と
な
く
、
草
衣
垢
面
の
頭
陀
行
を
行
な
ろ
こ
と
こ
そ
、
中
耳
の
宿
志
で
あ
っ
た
。

「2
5
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四
、
、
中
峰
行
状
　
（
下
）

　
天
目
山
を
下
り
て
か
ら
後
、
中
峰
が
行
動
し
た
地
域
は
馬
　
「
護
法
録
」
に
「
国
師
（
申
峰
）
既
に
法
を
高
峰
妙
寺
に
得
、
唯
だ
人
の
知

り
て
其
の
出
家
を
挽
か
ん
こ
と
を
恐
れ
て
、
深
く
自
ら
言
暮
し
、
往
き
て
三
呉
の
間
に
遊
ぶ
」
　
（
巻
五
、
呉
門
重
建
幻
住
軍
記
）
と
あ
る

様
に
、
そ
の
主
な
行
動
範
囲
は
、
天
目
山
か
ら
太
湖
・
長
江
に
至
る
車
馬
の
北
部
か
ら
江
蘇
の
南
部
に
限
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
足
跡
は
さ

ほ
ど
広
範
囲
に
及
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。

　
天
目
山
を
去
っ
た
翌
元
貞
二
年
（
＝
一
九
六
）
、
．
三
十
四
歳
の
中
峰
は
呉
門
（
蘇
州
）
を
往
来
し
て
い
た
が
、
明
く
る
大
徳
元
年
に
初

の
長
旅
に
出
て
い
る
。
つ
ま
り
同
年
春
、
長
江
を
上
り
安
徽
の
天
柱
山
（
院
山
）
に
登
っ
た
申
峰
は
、
夏
に
は
更
に
長
江
を
上
っ
て
江
西

の
三
山
に
遊
び
、
冬
に
な
っ
て
長
江
を
下
り
金
陵
ま
で
更
っ
て
こ
こ
に
十
ヵ
月
滞
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
金
陵
か
ら
戻
っ
た
中
元
は
、
大
徳
三
年
（
＝
一
九
九
）
の
冬
、
一
呉
興
の
弁
山
に
庵
を
結
ぶ
。
こ
れ
が
最
初
の
幻
夢
庵
で
あ
っ
た



（
8
）
。

　
「
己
亥
（
大
徳
三
年
）
冬
、
呉
興
弁
山
の
彬
・
澄
二
師
の
雲
半
間
に
憩
ろ
。
暴
し
華
資
福
寺
の
後
の
黄
沙
坑
に
結
ぶ
。
幻
旧
庵

　
の
名
、
乃
ち
斯
に
於
て
著
わ
る
。
」
（
中
峰
広
録
・
巻
二
十
二
、
弁
山
千
住
無
記
）

こ
れ
以
後
・
蘇
る
所
に
随
い
て
麟
を
離
む
れ
ば
皆
幻
住
と
窪
い
・
又
因
り
て
以
て
自
ら
号
す
」
と
「
行
録
」
に
い
p
つ
様
に
・
中

蓋
は
自
分
の
営
ん
だ
草
盧
を
全
て
幻
住
庵
と
名
づ
け
、
自
ら
も
幻
住
と
号
す
る
様
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
年
冬
に
は
呉
門
に
遊
ん

で
、
落
人
聖
徳
潤
な
る
人
物
か
ら
寄
進
さ
れ
た
平
江
（
蘇
州
）
の
鷹
蕩
に
幻
住
庵
を
結
び
、
四
十
歳
の
大
徳
六
年
ま
で
三
年
間
こ
こ
に
住

居
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
甲
山
・
平
江
の
両
面
住
庵
を
結
ん
だ
頃
よ
り
、
僧
俗
を
問
わ
ず
申
峰
の
下
に
参
ず
る
者
が
急
激
に
増
え
た
ら

し
く
、
有
名
な
趙
子
昂
（
一
二
五
匹
～
＝
二
二
二
）
の
帰
依
も
こ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
9
）
。

　
大
徳
七
年
（
＝
二
〇
三
）
、
盟
再
発
は
門
馬
に
大
覚
禅
寺
に
住
持
す
る
よ
ろ
求
め
る
が
、
群
峰
は
こ
れ
を
固
辞
し
、
請
を
避
け
て
南
徐

（
鎮
江
の
東
十
五
里
）
に
逃
れ
る
。
併
し
請
は
断
わ
っ
た
も
の
の
、
翌
年
ひ
と
ま
ず
浮
き
草
の
如
き
生
活
と
別
れ
を
告
げ
、
九
年
ぶ
り
に

天
目
山
に
戻
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
年
功
子
昂
の
招
き
で
杭
州
に
趣
い
た
中
言
は
、
大
覚
寺
の
晋
山
式
参
加
の
た
め
で

あ
ろ
う
か
、
天
目
山
大
覚
禅
寺
へ
と
帰
り
、
死
関
の
側
に
盧
を
結
び
高
峰
の
塔
を
守
っ
て
過
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
大
徳
十
年
（
＝
二
〇

六
）
四
十
四
歳
の
冬
に
、
師
高
峰
の
開
い
た
道
場
で
あ
る
天
目
の
師
子
院
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　
中
峰
は
名
山
名
刹
へ
の
住
持
を
一
貫
し
て
断
わ
り
続
け
て
お
り
、
生
涯
を
通
じ
て
住
持
し
た
の
は
、
こ
の
高
峰
の
開
い
た
小
院
だ
け
で

あ
る
。
固
よ
り
こ
の
若
盛
の
入
院
は
師
高
峰
の
遺
志
を
継
ぐ
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
名
刹
へ
の
入
寺
と
は
自
ら
異
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
併
し
中
峰
に
と
っ
て
は
や
は
り
煩
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
住
持
も
所
詮
長
続
き
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
至

大
元
年
（
＝
二
〇
八
）
、
当
時
東
宮
に
在
っ
た
後
の
仁
熊
皇
帝
か
ら
熱
血
禅
師
の
号
を
賜
わ
っ
た
こ
の
年
の
冬
、
師
子
院
を
辞
し
て
呉
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ

（
勾
呉
）
へ
と
乞
食
の
旅
に
出
る
の
で
あ
る
。
中
峰
は
い
・
つ
、
　
「
千
金
買
い
難
し
一
身
の
閑
、
誰
か
肯
て
身
を
将
て
闇
藍
に
入
れ
ん
」
　
（

中
峰
雑
録
・
上
、
辞
住
院
）
と
。
時
に
中
峰
四
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

　
再
び
天
目
を
下
り
た
中
門
は
、
翌
至
大
二
年
、
儀
真
（
揚
州
の
西
）
で
一
隻
の
舟
を
買
ろ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
に
作
ら
れ
た
詩
に
い

ろ
、
　
世
情
何
事
日
羅
鷹
　
　
　
世
情
に
郵
か
れ
る
こ
と
も
な
く

一2
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倣
箇
船
居
任
所
之

量
是
崎
孤
人
共
棄

都
縁
疎
拙
分
相
宜

漏
蓬
不
磯
当
空
掛

短
樟
何
妨
近
岸
移

仏
法
也
知
無
用
処

三
教
日
爽
与
風
吹

　
こ
の
年
の
大
半
を
舟
遠
し
て
過
し
た
口
回
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
途
中
延
祐
元
年
に
一
旦
天
目
に
戻
っ
て
住

持
す
る
も
の
の
、
こ
の
舟
に
乗
っ
て
、
水
の
流
れ
に
委
せ
た
行
く
方
も
知
ら
ぬ
旅
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
中
峰
は
翌
年
請
わ
れ
て
一
時
天
目
山
に
帰
り
、
師
子
巌
西
来
庵
の
山
塞
に
居
す
が
、
天
目
に
籠
り
き
り
で
は
な
く
、
春
に
は
塵
出
発
と

湖
山
に
会
し
、
又
余
杭
に
渕
西
廉
訪
曲
事
で
あ
っ
た
鄭
雲
翼
と
会
し
て
い
る
。
そ
し
て
至
大
四
年
（
＝
二
一
一
）
四
十
九
歳
の
年
に
、
再

び
舟
を
浮
か
べ
て
呉
江
に
舟
糊
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
陳
子
童
な
る
人
物
の
請
に
よ
っ
て
呉
江
州
太
湖
簡
村
の
順
心
魂
を
開
く
こ
と
に

な
る
が
、
こ
こ
に
も
長
居
す
る
こ
と
な
く
、
や
が
て
舟
撃
解
い
て
北
へ
と
舟
を
向
け
長
江
を
渡
っ
て
い
る
。
こ
の
舟
旅
は
二
度
目
の

長
旅
で
あ
っ
た
。
申
峰
は
河
南
の
少
林
へ
行
く
べ
く
沐
水
を
上
り
、
や
が
て
津
梁
に
辿
り
着
く
。
そ
し
て
津
梁
に
し
ば
ら
く
止
ま
り
、
町

は
ず
れ
に
名
を
隠
レ
て
窮
す
こ
と
に
な
る
が
、
僧
江
戸
っ
て
訪
れ
、
謄
塾
し
て
「
江
南
の
古
仏
」
と
崇
め
ら
れ
た
と
い
ろ
。
又
こ
の
年
の

正
月
武
宗
が
没
し
、
三
月
に
い
よ
い
よ
か
ね
て
か
ら
中
峰
に
帰
依
し
て
い
た
仁
宗
が
即
位
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
皇
慶
元
年
（
＝
一
二
二
）
春
、
舟
を
引
ぎ
返
し
た
中
峰
は
、
今
度
は
盧
州
の
六
安
山
に
引
き
籠
り
庵
を
結
ぶ
。
併
し
、
江
通
義
の
丞
相

が
書
を
通
じ
て
中
峰
を
訪
問
し
よ
ろ
と
す
る
と
こ
こ
を
去
り
、
秋
に
は
再
び
舟
逃
し
て
東
海
州
に
往
く
の
で
あ
る
。

　
翌
年
春
、
中
峰
は
舟
で
開
沙
に
行
く
が
、
盟
露
発
の
卦
報
を
聞
く
や
、
．
舟
を
返
し
て
葬
儀
の
た
め
天
目
山
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

時
、
大
覚
禅
寺
や
杭
州
の
霊
隠
禅
寺
へ
の
住
持
を
強
く
求
め
ら
れ
、
、
中
書
短
章
は
雄
峰
に
一
刹
に
住
し
て
教
え
を
弘
め
る
べ
き
だ
と
住
持

を
勧
め
る
が
、
中
墨
は
住
持
に
必
要
な
三
種
の
力
に
つ
い
て
述
べ
（
1
0
）
、
自
分
に
は
住
持
の
力
な
し
と
い
い
末
疾
を
以
て
辞
退
す
る
の
で

僚
嬢
へ
行
く
や
ら
舟
ま
か
せ

人
が
見
捨
て
た
わ
け
じ
ゃ
な
し

こ
ん
な
私
に
ゃ
丁
度
い
い

た
と
え
ば
ろ
で
も
蓬
も
あ
り

　
　
さ
お

短
い
樟
で
も
舟
は
行
く

礎
留
糞
も
あ
る
も
の
か

日
が
照
り
風
の
吹
く
ま
ま
よ

　
　
　
　
（
中
峰
広
録
・
巻
二
十
九
、
己
酉
作
舟
居
十
首
の
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
以
後
延
祐
五
年
ま
で
の
凡
そ
十
年
間
、

「2
7

一



あ
る
。

　
こ
の
様
な
中
興
の
度
重
な
る
住
持
要
請
の
拒
絶
は
、
一
体
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
峰
の
生
き
方
を
「
曝
す
る
時
、
中
峰
が

世
俗
を
離
れ
た
隠
遁
に
憧
れ
、
一
刹
に
住
持
す
る
こ
と
す
ら
も
所
詮
世
俗
的
な
煩
わ
し
さ
の
延
長
に
す
ぎ
な
い
と
感
じ
て
、
こ
れ
か
ら
逃

れ
よ
ろ
と
し
た
様
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
中
峰
の
生
き
方
を
、
単
に
現
実
社
会
か
ら
の
逃
避
と
し
て
理
解
し
片
付
け
て
し
ま
ろ
こ
と
は
、

必
ず
し
も
三
冠
の
真
意
を
解
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
中
津
の
隠
遁
指
向
が
単
な
る
逃
避
で
な
い
こ
と
は
、
世
俗

を
離
れ
て
草
庵
を
結
ぶ
の
は
習
事
究
明
の
た
め
の
活
計
で
あ
る
と
史
要
自
ら
述
べ
、
住
庵
が
倫
安
逸
居
の
計
に
堕
す
る
こ
と
を
厳
に
戒
め

て
い
る
こ
と
か
ら
も
忽
せ
ら
れ
よ
う
（
中
峰
広
録
・
巻
四
下
、
示
成
上
人
卓
庵
）
。
更
に
突
き
詰
め
る
な
ら
ば
、
　
「
平
昔
惟
だ
退
休
を
慕

ろ
は
、
世
乱
穐
り
俗
を
絶
す
る
に
は
非
ず
」
　
（
出
語
西
部
・
下
）
と
言
い
放
つ
中
華
の
隠
遁
的
生
き
方
の
裏
に
は
、
雄
心
を
見
失
い
目
先

の
利
益
や
権
力
を
追
い
求
め
る
世
人
に
対
す
る
手
厳
し
い
批
判
さ
え
、
そ
こ
に
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
峰
の

次
の
語
を
見
よ
。

　
「
世
の
昧
き
者
は
、
道
徳
を
捨
て
て
権
勢
に
附
砿
“
自
ら
其
の
危
き
を
知
ら
ず
。
猶
お
傲
傲
と
し
て
終
日
人
の
我
に
服
せ
ざ
る
を
尤
む
。

　
何
ぞ
其
れ
謬
れ
る
や
。
」
（
山
房
夜
話
・
・
下
）
，

　
延
祐
元
年
（
＝
蝿
二
四
）
、
申
峰
は
再
び
師
子
院
に
入
り
、
翌
年
に
は
大
窩
（
師
子
巌
付
近
の
洞
穴
か
？
）
に
庵
を
結
ん
で
い
る
。
併

し
延
祐
三
年
春
、
仁
宗
の
命
令
で
宣
政
院
長
が
釈
教
整
治
の
た
め
杭
州
に
趣
き
、
天
目
山
に
来
る
と
い
う
こ
と
を
聞
く
や
、
中
峰
は
こ
れ

を
避
け
る
た
め
に
天
目
山
を
下
り
、
舟
を
浮
か
べ
て
鎮
江
へ
と
向
か
ろ
。
そ
し
て
夏
に
は
舟
を
軍
畑
（
太
湖
の
東
南
）
に
憂
し
、
冬
に
は

長
江
の
岸
に
舟
を
寄
せ
て
お
り
（
空
明
軒
記
）
、
こ
の
年
は
ほ
と
ん
ど
舟
号
し
て
過
し
た
ら
し
い
。
そ
し
て
翌
年
に
は
中
外
（
鎮
江
の
南
）

に
舟
を
着
け
、
蒋
均
の
建
て
た
大
同
庵
に
住
し
て
い
る
。

　
延
祐
五
年
（
＝
一
二
八
）
、
五
十
六
歳
の
中
峰
は
舟
旅
と
別
れ
を
告
げ
て
天
目
山
に
帰
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
後
遂
に
再
び
舟
に
よ
る

長
旅
に
出
る
こ
と
な
く
、
生
涯
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
年
の
九
月
、
上
智
皇
帝
は
塁
壁
に
仏
慈
円
照
広
慧
禅
師
の
号
と

零
墨
の
袈
裟
を
下
し
、
師
子
院
の
名
を
師
子
正
宗
禅
寺
と
改
め
、
更
に
中
峰
の
師
高
峰
に
当
日
発
明
広
済
禅
師
の
号
を
下
し
て
い
る
（
1
1
）
。

師
子
院
の
昇
格
は
、
中
区
が
他
寺
へ
の
住
持
を
拒
み
続
け
た
た
め
に
特
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ろ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
草
庵
に
住
し

て
い
る
と
は
い
え
、
仮
り
に
も
｝
刹
の
住
持
に
な
っ
た
中
峰
は
、
賜
号
等
の
待
遇
も
あ
っ
て
そ
の
名
声
が
天
下
に
響
き
渡
り
、
知
名
人
の
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参
禅
も
増
え
て
、
軽
々
レ
く
山
を
下
り
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
ろ
か
。
前
述
の
如
く
、
こ
れ
以
後
遷
化
す
る
ま
で
の
六
年

間
天
目
に
在
っ
た
ら
レ
く
、
・
特
に
五
十
七
か
ら
五
十
九
歳
に
か
け
て
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
記
載
も
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
、

、
延
祐
七
年
（
＝
ご
二
〇
）
正
月
、
中
峰
に
多
大
の
恩
恵
を
与
え
た
仁
宗
が
、
三
十
六
歳
・
在
位
十
年
を
以
て
崩
御
し
、
三
月
に
当
時
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
ド
バ
ラ

八
歳
で
あ
っ
た
感
温
の
嫡
子
碩
徳
八
刺
が
英
宗
と
し
て
即
位
す
る
。
そ
し
て
英
宗
の
至
要
二
年
（
＝
二
二
二
）
、
中
峰
は
当
時
空
席
で
あ

っ
た
径
山
へ
の
住
持
を
強
く
求
め
ら
れ
る
が
こ
れ
を
断
わ
っ
て
い
る
。
　
（
こ
の
時
に
径
山
に
入
っ
た
の
が
大
雄
派
の
元
里
行
端
で
あ
る
。
）

こ
の
年
六
十
歳
に
な
っ
た
中
江
は
、
こ
の
頃
よ
り
体
調
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
死
期
が
近
い
の
を
悟
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

こ
の
年
の
夏
に
西
峰
の
南
三
十
里
に
あ
る
重
石
複
澗
・
雨
注
崖
険
な
る
中
佳
山
を
死
地
と
選
ん
で
、
こ
こ
に
庵
を
結
ん
で
い
る
。
併
し
庵

を
訪
れ
る
人
が
後
を
断
た
ず
、
そ
の
践
渉
を
患
ん
で
や
が
て
又
師
子
巌
の
草
盧
に
戻
る
の
で
あ
る
。
こ
の
年
の
出
来
事
と
し
て
は
、
六
月

に
肩
峰
と
長
年
に
渡
っ
て
親
交
の
あ
っ
た
趙
子
昂
が
逝
去
し
、
群
峰
は
対
霊
小
参
（
中
峰
広
録
・
巻
二
）
を
行
っ
て
い
る
，
又
十
月
に
は
、

仁
宗
に
続
い
て
申
峰
に
帰
依
し
て
い
た
英
宗
か
ら
、
香
と
金
欄
の
僧
伽
梨
を
賜
わ
っ
て
い
る
。

　
至
治
三
年
（
＝
一
三
三
）
春
、
中
峰
は
自
ら
の
六
十
年
の
生
涯
を
「
六
旬
の
王
寺
」
・
と
評
し
て
出
家
の
始
末
を
叙
べ
、
六
月
十
五
日
門

人
に
遺
誠
を
し
、
・
十
日
後
に
疾
を
示
す
。
こ
の
時
、
弟
子
達
は
中
居
に
薬
を
飲
ま
せ
よ
ろ
ど
す
る
が
、
中
正
は
「
青
天
白
日
、
曲
げ
て
人

情
に
徊
わ
ん
や
」
と
言
っ
で
こ
れ
を
断
む
．
つ
た
と
い
ろ
，
。
そ
し
て
八
丹
十
三
日
、
流
亡
は
外
護
と
な
っ
た
人
々
に
自
ら
手
紙
を
書
き
、
法

友
知
人
達
に
別
れ
の
偶
を
残
レ
（
翌
十
四
日
遂
に
遷
化
す
る
の
で
あ
る
。
末
期
の
言
に
曰
く
、

　
「
我
に
ご
句
あ
り
、
大
衆
に
分
付
す
。
更
に
如
何
ど
問
わ
ば
、
本
の
拠
る
べ
き
な
し
。
」
（
行
　
録
Y

時
に
中
峰
六
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
　
、
．
．
　
，
・
・
、
、
　
　
　
、
．
、
　
∵
　
，
…
∴
、
」

　
笑
隠
大
訴
（
一
二
八
四
～
＝
二
四
四
）
は
中
峰
を
評
し
て
い
ろ
、

　
「
妙
喜
（
大
方
）
の
波
瀾
あ
る
も
、
凌
雷
の
峰
に
住
せ
ず
。
円
悟
の
福
慧
あ
る
も
、
延
和
殿
に
対
せ
ず
。
然
れ
ど
も
弓
柄
島
風
す
る
こ

　
　
　
　
　
た
だ

　
と
、
壼
に
止
に
千
七
百
の
囲
続
（
大
鷺
の
弟
子
の
数
）
す
る
の
み
な
ら
ん
や
。
金
工
両
た
び
賜
わ
り
、
‘
寵
、
中
使
の
召
見
に
逮
ゆ
。
正

　
体
、
三
三
を
絶
し
、
虚
空
、
背
面
な
し
。
情
景
言
容
処
処
同
じ
、
人
面
に
留
与
し
て
方
便
を
作
す
。
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弓
隠
大
回
禅
師
語
録
・
巻
三
ふ
中
峰
和
尚
像
真
弓
）
「

　
大
番
派
の
笑
隠
を
し
て
こ
の
様
に
大
領
以
上
と
絶
賛
さ
せ
た
こ
と
か
ら
も
、
元
代
禅
門
に
於
け
る
天
目
中
峰
の
存
在
の
比
類
な
き
大
き
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さ
を
窺
ろ
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
六
年
後
の
天
暦
二
年
（
＝
二
二
九
）

後
の
順
帝
の
元
統
二
年
（
＝
三
二
四
）

で
あ
る
。

、
元
朝
の
政
争
の
た
め
多
少
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
申
峰
は
智
覚
禅
師
と
誼
さ
れ
、
更
に
五
年

に
は
、
　
「
中
峰
広
録
」
の
完
成
三
蔵
と
同
時
に
、
直
面
国
師
と
国
師
号
を
賜
わ
る
こ
と
に
な
る
の

五
、
結

び

　
元
の
中
葉
に
径
山
に
化
を
振
っ
た
大
慧
派
の
元
言
行
端
は
、
中
峰
を
「
魏
魏
堂
堂
、
雨
意
煙
煙
、
言
、
風
な
く
し
て
五
湖
四
海
に
充
塞

し
、
名
、
翼
な
く
し
て
九
有
八
荒
に
軒
姦
す
」
　
（
元
上
行
端
禅
師
語
録
・
巻
六
）
と
評
し
た
が
、
中
峰
の
「
六
七
の
幻
跡
」
は
、
そ
の
名

声
に
も
拘
ら
ず
実
に
一
刹
に
住
す
る
こ
と
な
く
江
湖
山
林
を
さ
ま
よ
い
、
各
地
に
草
盧
を
結
ん
で
は
再
び
舟
に
揺
ら
れ
る
と
い
っ
た
、
幻

人
の
名
に
違
わ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
　
「
黙
ば
幻
法
に
於
て
実
に
未
だ
託
て
悟
ら
ず
」
　
（
幻
住
家
訓
）
と
自
身
の
悟
明
の
欠
如
を
繰
り
返

し
説
き
、
　
「
尋
常
好
事
者
の
称
す
る
所
と
な
る
は
、
蓋
し
報
縁
の
偶
然
の
み
」
　
（
東
語
西
話
・
下
）
と
自
ら
進
ん
で
世
に
も
出
ず
、
　
「
只

だ
山
辺
と
水
辺
と
を
憶
ろ
」
　
（
中
峰
雑
録
・
上
、
寄
陸
全
之
）
と
退
休
を
慕
っ
て
止
ま
な
か
っ
た
中
業
の
生
涯
は
、
元
代
虎
丘
派
の
不
住

・
退
休
の
系
譜
と
し
て
の
一
側
面
を
、
余
す
所
な
く
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
固
よ
り
中
峰
の
禅
は
、
そ
の
隠
遁
的
な
生
涯
か
ら
も
満
せ
ら
れ
る
様
に
、
対
社
会
的
確
に
於
て
大
慧
禅
よ
り
引
き
下
っ
た
感
が
あ
る
こ

と
は
否
め
な
い
し
（
1
1
）
、
陽
明
学
を
引
き
金
と
す
る
明
代
思
想
界
の
高
揚
・
万
暦
の
仏
教
復
興
に
・
大
慧
ほ
ど
に
は
濃
厚
な
影
を
落
と
し

た
と
は
言
え
ま
い
。
併
し
そ
の
示
唆
に
溢
れ
た
語
録
は
、
雲
行
為
重
を
し
て
「
此
の
老
（
中
峰
）
の
千
言
万
語
は
、
只
だ
人
を
し
て
話
頭

を
看
、
真
実
の
工
夫
を
面
し
、
以
て
正
悟
を
期
す
こ
と
淳
切
汽
缶
な
ら
し
む
。
千
載
よ
り
し
て
下
、
御
惚
録
す
る
が
如
し
」
　
（
禅
関
門

進
）
と
言
わ
し
め
た
様
に
、
人
々
の
心
を
深
く
つ
か
み
取
ら
ず
に
は
置
か
な
い
も
の
が
あ
り
、
後
世
広
く
人
々
に
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
様
に
、
中
峰
が
禅
宗
思
想
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
こ
と
は
、
見
落
と
す
こ
と
の
出
来
な
い
事
実
な
の
で
あ

る
ρ　
元
代
禅
門
は
、
禅
浄
一
致
へ
の
傾
斜
・
済
規
の
再
編
成
と
い
う
独
自
の
動
き
を
示
す
。
そ
の
動
き
を
禅
の
堕
落
ぴ
形
骸
化
へ
の
道
と
見

る
か
、
そ
れ
と
も
歴
史
的
必
然
に
従
っ
た
新
た
な
展
開
と
見
る
か
は
し
ば
ら
く
置
く
と
し
て
、
大
虚
禅
以
後
、
明
代
万
暦
の
仏
教
復
興
に

一3
0

一



至
る
ま
で
の
禅
門
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
禅
宗
思
想
史
の
み
で
な
く
詳
明
思
想
界
全
般
の
動
き
を
知
る
上
に
も
無
意
味
な
こ

と
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
そ
の
変
遷
の
姿
の
一
端
を
、
中
峰
を
五
心
と
す
る
元
代
虎
丘
派
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

〔
註
〕

（
1
）
陳
建
は
次
の
様
に
言
っ
て
い
る
。

　
　
「
仏
学
至
朱
子
出
而
始
衰
、
而
儒
仏
異
同
之
轟
轟
息
。
高
麗
士
大
夫
自
首
無
復
参
禅
間
道
於
釈
氏
之
愚
者
　
。
」
　
（
学
蔀
通
弁
・
巻
十
二
）

（
2
）
も
ち
ろ
ん
そ
の
後
法
嗣
の
絶
え
た
天
如
と
は
別
に
、
金
華
伏
竜
山
に
住
し
て
い
た
華
厳
元
長
（
一
二
八
四
～
一
三
五
七
）
の
法
系
が
、
虎
丘
派
の
正

　
統
と
し
て
明
代
へ
と
流
れ
て
い
く
が
、
当
時
の
名
声
並
び
に
そ
の
果
し
た
役
割
、
更
に
は
中
毒
禅
と
の
繋
が
り
を
考
え
た
時
、
天
如
惟
則
の
方
が
元
代

　
禅
門
に
於
て
よ
り
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
以
下
の
行
状
は
、
　
「
中
峰
広
録
」
巻
三
十
の
「
行
録
」
・
「
落
筆
」
・
「
道
行
碑
」
と
、
二
十
八
の
「
東
語
西
話
・
下
」
の
最
後
の
段
を
中
心
に
し

　
て
纒
め
た
。

（
4
）
　
「
行
録
」
に
よ
る
。
典
拠
未
詳
。
　
「
増
集
続
伝
燈
録
」
は
「
庵
提
留
女
、
文
殊
に
問
う
」
に
作
る
。
現
行
の
「
景
徳
伝
燈
録
」
に
は
こ
の
ま
ま
の
文

　
は
見
当
ら
な
い
様
で
あ
る
が
、
次
の
様
な
類
似
の
文
が
見
え
る
。

　
　
「
又
一
日
師
問
修
山
主
日
、
明
知
生
不
生
性
、
為
什
麿
日
生
半
巻
留
。
」
　
（
巻
二
十
四
、
褻
州
清
鶏
山
通
宝
禅
師
）

（
5
）
　
「
五
燈
会
元
」
巻
一
の
鳩
摩
羅
多
尊
者
の
条
参
照
。

（
6
）
　
「
五
燈
会
元
続
略
」
・
「
五
燈
厳
統
」
同
じ
。
　
「
山
庵
雑
録
」
は
金
剛
経
の
「
荷
担
如
来
」
で
悟
道
と
い
い
、
　
「
二
三
続
伝
燈
録
」
・
「
禅
関
策
進
」

　
・
「
釈
氏
稽
古
略
豊
麗
」
は
流
泉
を
見
て
悟
道
と
い
っ
て
お
り
説
が
一
定
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
中
峰
自
身
が
不
祥
を
標
榜
し
て
い
た
こ
と
に
原
因
が

　
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
「
行
録
」
に
従
っ
た
場
合
、
悟
道
の
時
期
が
不
明
と
な
る
が
、
　
「
東
語
西
話
」
吊
に
よ
れ
ば
中
峰
は
流
泉
を
見
て
感
ず
る
所

　
が
あ
っ
た
二
十
七
歳
の
年
に
堂
司
と
な
っ
て
お
り
、
・
翌
年
に
は
早
く
も
高
峰
の
下
を
離
れ
よ
う
と
し
て
い
る
所
か
ら
、
悟
道
は
二
十
七
か
ら
二
十
八
歳
に

　
か
け
て
の
こ
と
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

（
7
）
　
「
高
峰
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、
大
覚
禅
寺
は
そ
の
建
立
当
初
か
ら
祖
雍
に
委
さ
れ
て
お
り
、
上
座
の
呈
露
に
遠
慮
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
中
蜂
が
こ

　
の
後
度
々
住
持
の
請
を
断
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
住
持
の
意
志
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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（
8
）
　
「
行
録
」
は
幻
住
庵
結
言
を
大
徳
二
年
と
す
る
が
、
　
「
鷹
州
弁
山
」
と
い
う
誤
記
窃
あ
り
（
言
々
は
湖
州
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）
、
こ
こ
の
記
述
は
信

　
頼
に
足
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
更
に
「
東
語
弊
話
」
も
大
徳
二
年
と
し
て
い
る
が
、
　
「
東
土
西
話
」
が
呉
門
（
平
江
）
幻
転
結
庵
と
し
て
い
る
大
徳
三

　
年
か
ら
、
師
子
院
を
領
す
と
す
る
大
徳
九
年
置
で
の
記
述
は
、
　
「
行
録
」
そ
の
他
よ
り
全
て
一
年
ず
つ
早
く
な
っ
て
お
り
、
．
庭
山
結
庵
の
大
徳
二
年
も

　
一
年
ず
れ
て
大
徳
三
年
の
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
屈
め
今
回
は
「
弁
山
相
住
庵
記
」
の
大
徳
三
年
に
従
っ
た
。
こ
の
場
倉
大
徳
二
年
が
空
白
と
な
る
が
、

　
恐
ら
く
は
金
陵
よ
り
戻
っ
て
（
「
東
語
西
話
」
の
前
年
の
条
に
従
え
ば
こ
の
年
の
秋
以
降
の
こ
と
に
な
ろ
う
）
、
呉
門
も
し
く
は
呉
興
の
付
近
に
居
た

　
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
上
述
の
理
由
で
、
　
「
東
集
注
話
」
の
大
徳
三
年
か
ら
九
年
ま
で
の
記
述
は
全
て
一
年
遅
ら
せ
て
用
い
た
。
　
　
」
「

（
9
）
金
子
昂
は
中
質
と
親
密
な
交
遊
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
二
人
の
関
原
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
が
、
子
鼠
が
常
に
弟
子
と
称
し
て
い
る
こ

　
と
や
、
日
本
に
伝
わ
る
中
席
宛
て
の
手
札
の
内
容
か
ら
も
分
か
る
様
に
、
子
昂
は
中
峰
の
在
俗
の
一
信
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
中
和
も
小
参
等

　
を
見
る
限
り
、
法
曽
と
い
う
よ
り
も
外
護
者
と
し
て
し
か
評
価
し
て
い
な
い
様
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
禅
燈
世
譜
」
で
は
子
昂
を
中
金
の
法
嗣
と
し
て
い

　
る
が
、
大
回
と
三
九
成
と
の
関
係
な
ど
と
は
自
ら
異
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
1
0
）
　
「
行
録
」
の
他
に
「
山
房
夜
話
・
下
」
に
も
同
様
の
話
が
見
え
る
。

（
1
1
）
　
「
増
高
続
伝
燈
録
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
に
仁
宗
は
中
峰
を
招
聰
し
た
が
中
墨
は
趣
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
　
「
釈
氏
稽
古
略
続
集
」
は
招
聰
の
年
を

　
明
記
し
て
お
ら
ず
、
　
「
南
宋
元
明
禅
林
僧
宝
伝
」
．
は
招
聰
を
至
大
元
年
、
青
宮
に
在
っ
た
仁
宗
が
中
傷
に
賜
号
し
た
際
と
す
る
。
　
「
行
録
」
そ
の
他
に

　
は
招
聰
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
1
2
）
申
峰
の
隠
遁
的
な
在
り
方
に
対
し
て
は
、
熱
心
な
弟
子
で
あ
っ
た
趙
子
昂
で
さ
え
も
非
難
め
い
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
皇
慶
元
年
（
一
三
一
二
）

　
八
月
一
日
、
六
安
山
に
在
っ
た
中
峰
に
宛
て
て
書
か
れ
た
子
昂
の
手
札
に
は
次
の
様
に
言
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
「
六
月
廿
日
到
家
。
継
而
月
回
三
宿
、
相
知
吾
師
住
心
安
山
中
、
道
話
安
穏
。
甚
〔
善
〕
。
但
俗
面
相
駆
迫
、
固
不
得
不
二
。
然
仏
菩
薩
用
心
、
恐
未

　
必
如
此
逃
避
也
。
世
事
如
雲
、
可
擾
遣
則
掻
遣
、
不
可
甫
嶺
亦
随
縁
而
已
。
何
必
嬉
嬉
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
宝
、
趙
子
昂
書
、
与
中
峰
明
本
尺
腫
・
第
六
札
）
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